
 

 

［教材名］ ［学部］ 

セラピーに降りて、見て、触れよう 高等部 

［教科］ ［教育課程］ 

自立活動 自立活動を主とする教育課程 

［教材写真］ ［ねらい］ 

 ・車いすから降りた姿勢（仰臥位や側臥位姿勢）でも、見たり、触った

り、取ったりすることができる。 

［使い方］ 

・生徒の楽な姿勢（仰臥位や側臥位）で、傘を開き、さまざまな教材を付

けたり外したりして、興味があるものを見たり、手を伸ばしたり、取っ

たりする。 

［工夫した点］ 

・車いすから降りて身体を休めている間でも、使用できる教材にした。 

・黒い傘にすることで、見て欲しい教材が目立つようにした。 

・傘の骨を使うことで、教材の付け外しや、位置の調整をしやすくした。 

・音が鳴る（聴覚）、光る・回る・自分の顔を見る（視覚）、香る（嗅覚）、

たわしやスクイーズを触る・袋をティッシュのように引っ張り出す（触

覚）など、さまざまな感覚を刺激する教材をそろえた。 
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